
電子書籍とは？パソコンやケータイ電話、スマートフォンやタブレットなど、デジタル機器の画面で読む書籍のことです。小説からマンガ、雑

誌、週刊誌、写真集など、様々な書籍が電子化されています。電子書籍には有料、無料のものがあり、インターネットからダウンロードして、専用の

ソフトやアプリ（電子書籍リーダー）でパソコンやスマートフォンで閲覧します。手軽に書籍を読むことができますが、紙の書籍と比べると・・・・・

＜クイズ＞

電子の本は紙の本に勝てるのか？
　　　　　　　　　　　　 ＰＣやタブレットが普及して、世の中ではペーパーレス時代がくるということも言われていますが、現実的にはまだまだ紙は残ってい

るようです。ペーパーレスと言えば、最近、電子書籍が身近になりつつありますが、まだ一般的に定着するところまでには至っていないようにみえます。

電子書籍のメリットといえば、物理的なスペースをとらない、読みたいときにすぐダウンロードできるなど、様々なものがありますが、その一方で、紙の書

籍には及ばない点があるのも事実です。今回は電子書籍と紙を比較しつつ、今後紙にとって変わるメディアが現れるのかを考えてみたいと思います。

ペーパ
ーレス

は

やって
くる？

ペーパ
ーレス

は

やって
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クイズに答えて賞品をゲット！

▲

携帯からの回答はQRコードをご利用ください。

パソコンからの回答はこちら▼

http://www.daidojp.com/info_quiz/

今回の賞品はビデオキャプチャーです。正解者の中から抽選で、1名の方

にプレゼント致します。

少しずつペーパーレス化は進んでいますが、左でみた電子書籍のメリッ

ト・デメリットのように、問題点もまだあります。

収納場所など、物理スペースは不要だが、閲覧にはパソコンや専用の

端末が必要で、紙と比べて必ずしも読みやすいとはいえません。また、

完全にペーパーレスにするためには初期投資が必要になります。

とはいえ、昔に比べて郵便・手紙がメールやメッセンジャーアプリに置き

換わっているのはある意味でペーパーレス化といえますし、徐々に浸

透しているのも確かです。おそらく、今後当分は紙との共存は続いてい

くのではないでしょうか？

開発室から

電子書籍と紙を比べると・・・

　　　　　海王丸パークのすぐ横に架かる大きな橋「新湊大橋」を渡っ　
　　　　　てみたのですが絶景でした。日本海を一望でき、海王丸も小
　　　　　さく見えるほどでした。一番感動したのは前方に広がる立山　
連峰の姿です。天気の良い日はおすすめのドライブポイントです。

① 次の３つの中で、表計算ソフトはどれ？
　　a. 一太郎　　　b. パワーポイント　　　c. エクセル

② ＳＤメモリーカードの「ＳＤ」って何の略？
　　a. ＳｍａｒｔＤｉｓｋ　　　b. ＳｅｃｕｒｅＤｉｇｉｔａｌ　　　c. ＳａｎＤｉｓｋ

③今年の4月にマイクロソフトのサポートが終了したＯＳは？
　　a. Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ　　　b. Ｗｉｎｄｏｗｓ ７　　　c. Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ

こんな方に電子書籍はおすすめ！

IO DATA GV-USB2/HQ
昔のテレビ番組を録りためたVHSテープや思い出のつまった8mm

ビデオテープを、デジタル化してブルーレイやDVDに簡単に保存

できる、USB接続のビデオキャプチャーです。編集機能搭載の

ハイエンドモデルです。

電子書籍のココが ○
・収納場所を取らない！

　ダウンロードしてパソコンやスマートフォンに保存

　したり、クラウド上の本棚で管理する事もできます。

・読みたいときにすぐ買って読める！

　売り切れが無く、いつでもどこでもインターネットで

　書籍を購入して読むことができます。

・紙の書籍より安い！

　多くの電子書籍は、紙の書籍より安くなっています。

・検索が便利

　ダウンロードした電子書籍を探すのも簡単。書籍の中の単語検索もで　

　き、辞書機能で分からない単語の意味をすぐに調べることができます。

電子書籍はココが ×
・初期投資が必要

　電子書籍を閲覧するためには、パソコンやスマート

　フォン、タブレットなどの端末が必要になります。

・紙と比べて読みにくい

　パラパラとページをめくれない。紙の書籍より目が疲れる。文庫本より　

　端末が重い場合もあり、手も疲れる場合があります。

・一部の書籍しかない

　すべての書籍が電子化されているわけではありません。

・書き込みができない

　自由に書き込みができない電子書籍ですが、中にはマーカーを引いた

　りすることができるものもあります。　

既にスマートフォンやタブレットをお持ちの方は、初期投資が不要なので、すぐに電子書籍が利用できます。特にタブレットを

お持ちの方は、パソコンの前に座らなくても、寝転んだままでもスマートフォンより大きさの画面で書籍を閲覧する事ができます。

本をたくさん読む方は、端末やクラウド上に書籍を保管して、収納スペースを節約することができます。ハードカバーの重たい

書籍を持ち歩く必要もありません。大きな文字で読みたい方も、電子書籍なら好きな文字の大きさで読むことができます。

意外に簡単！電子書籍の始め方

電子書籍を始めるには、まずサービスを選ぶことから始まります。ＳＯＮＹのＲｅａｄｅｒＳｔｏｒｅ、ａｍａｚｏｎのＫｉｎｄｌｅストアや、楽天の楽天Ｋｏｂｏなど、他

にもたくさんのサービスがあり、電子書籍サービス専用の端末や、パソコン、スマートフォン、タブレット用に無料のリーダーアプリが用意されています。

端末やアプリは各サービス専用なので、例えば楽天Ｋｏｂｏで購入した書籍を、Ｋｉｎｄｌｅの端末やＲｅａｄｅｒＳｔｏｒｅアプリで閲覧する事はできません。

端末やアプリの準備ができたらサービスへの会員登録を済ませて電子書籍の購入です。

リーダーアプリは無料ですが書籍は有料です。支払はクレジットカードの他に、各サービスで

貯めたポイントを使用することもできます。

簡単に始められ、手軽に利用できる電子書籍ですが、歩きながらの読書はいけませんよ。
ReaderStoreＫｉｎｄｌｅアプリ Ｋｏｂｏアプリ

● 無料の電子書籍

電子書籍サービスには、「立ち読み」や「お試し」「期間限定」など、無料

の書籍もありますが、全ての書籍がいつでも無料の電子書籍サービス

もあります。青空文庫は著作権が消滅した作品を公開しています。

　　　　　　　リーダーアプリは必要なく、ブラウザで閲覧できます。　雑誌

　　　　　　　やコミックはありませんが文学作品や童話など、多くの書籍

　　　　　　　を無料で読むことができます。

Ｋｉｎｏｐｐｙ


